
(57)【要約】

【課題】　ＣＡＤシステムのユーザがＣＡＤデータの正

誤を容易に確認することが可能なＣＡＤデータの処理方

法を提供する。

【解決手段】　複数のパターンデータが重ね合わされた

ＣＡＤデータ、及び複数の工程名を含む工程管理情報を

、ＣＡＤシステムに読み込む（ステップＡ１）。次に、

各工程名に対応するパターンデータを調べる（ステップ

Ａ２）。また、各パターンデータの少なくとも第２の座

標軸の最大幅ｙｉを算出する（ステップＡ３）。次に、

１つの工程名を選択し、それに対応するパターンデータ

を、第２の座標軸に沿って、最大幅ｙｉに所定の距離α

を加えたシフト幅の分だけシフトさせて、その工程名と

共に表示画面１０上に表示する（ステップＡ４乃至Ａ６

）。選択した工程名に対応したパターンデータが存在し

ない場合は、工程名を点滅表示させる（ステップＡ７）

。これらのステップＡ４乃至Ａ７を、全ての工程名の選

択が完了するまで繰り返す。

【選択図】　図１

JP 2007-18281 A 2007.1.25



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
半 導 体 装 置 の 自 動 設 計 を 行 う Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 座 標 軸 に 対 応 し た
複 数 の パ タ ー ン デ ー タ が 重 な り 合 っ て な る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ を 画 面 上 に 表 示 す る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ
の 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ と 、 複 数 の 工 程 名 か ら な る 工 程 管 理 情 報 を 、 前 記 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム に 読
み 込 む ス テ ッ プ と 、
　 前 記 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ か ら 各 工 程 名 に 対 応 す る 前 記 パ タ ー ン デ ー タ を そ れ ぞ れ 抽 出 し 、 前 記
第 ２ の 座 標 軸 に お け る 各 パ タ ー ン デ ー タ の 各 最 大 幅 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 各 パ タ ー ン デ ー タ を 、 各 最 大 幅 に 基 づ く 各 シ フ ト 幅 を 以 っ て 、 前 記 第 ２ の 座 標 軸 に 沿 っ
て 互 い に 重 な ら な い よ う に 順 次 シ フ ト さ せ な が ら 、 各 パ タ ー ン デ ー タ に 対 応 す る 各 工 程 名
と 共 に 前 記 画 面 上 に 表 示 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方
法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ の 座 標 軸 上 に お け る 前 記 パ タ ー ン デ ー タ の 最 大 幅 を 算 出 す る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 パ タ ー ン デ ー タ に 含 ま れ る 各 座 標 点 に つ い て 、 前 記 第 ２ の 座 標 軸 に お け る 座 標 原 点
か ら の 距 離 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 距 離 の 最 小 値 と 最 大 値 の 差 を 算 出 し 、 そ の 差 の 絶 対 値 を 前 記 最 大 幅 と し て 決 定 す る
ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ が 前 記 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ 中 に 存 在 し な い 場 合 に 、 そ の 工
程 名 を 前 記 画 面 上 で 点 滅 表 示 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項
２ に 記 載 の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 パ タ ー ン デ ー タ は 、 工 程 管 理 用 の マ ー ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ の
い ず れ か に 記 載 の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 パ タ ー ン デ ー タ を 表 示 す る ス テ ッ プ で は 、 各 パ タ ー ン デ ー タ を 、 前 記 第 ２ の 座 標 軸 の
み な ら ず 前 記 第 １ の 座 標 軸 に 沿 っ て シ フ ト さ せ て 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２
、 ３ 、 ４ の い ず れ か に 記 載 の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム に よ る 半 導 体 装 置 の 自 動 設 計 方 法 に 関 し 、 特 に 、 複 数 の パ タ
ー ン デ ー タ が 重 な り 合 っ て な る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ を 画 面 上 に 表 示 す る た め の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処
理 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 半 導 体 集 積 回 路 の 大 規 模 化 に 伴 い 、 半 導 体 集 積 回 路 を 構 成 す る セ ル や 配 線 の 高 密
化 や 多 層 化 の 傾 向 が 益 々 高 ま っ て い る 。 そ の よ う な 半 導 体 集 積 回 路 は 、 電 子 計 算 機 を 用 い
た Ｃ Ａ Ｄ （ Ｃ ｏ ｍ ｐ ｕ ｔ ｅ ｒ 　 Ａ ｉ ｄ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｓ ｉ ｇ ｎ ） シ ス テ ム に よ る 自 動 設 計 、 即
ち 、 機 能 設 計 、 論 理 設 計 、 及 び レ イ ア ウ ト 設 計 等 を 経 て 設 計 さ れ る 。 機 能 設 計 で は 、 ハ ー
ド ウ ェ ア 記 述 言 語 に よ っ て 所 望 の 半 導 体 集 積 回 路 の 機 能 を 指 定 し 、 論 理 設 計 で は 、 機 能 設
計 で 指 定 し た 機 能 を 実 現 す る よ う に 論 理 合 成 を 行 っ て 論 理 回 路 デ ー タ を 生 成 す る 。 レ イ ア
ウ ト 設 計 で は 、 論 理 設 計 で 論 理 合 成 さ れ た 論 理 回 路 デ ー タ に 基 づ い て 、 半 導 体 チ ッ プ 上 に
論 理 回 路 を レ イ ア ウ ト す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 な お 、 上 記 レ イ ア ウ ト 設 計 で は 、 回 路 の レ イ ア ウ ト の み な ら ず 、 実 際 の 製 造 プ ロ セ ス で
半 導 体 ウ ェ ハ に 形 成 さ れ る 各 種 の マ ー ク 、 例 え ば 複 数 の 異 な る 工 程 を 認 識 す る た め の 工 程
管 理 用 マ ー ク や 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク 等 に つ い て レ イ ア ウ ト が 行 わ れ る 。 こ れ ら の マ ー ク
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は 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム 上 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 座 標 軸 か ら な る 座 標 系 （ 即 ち ２ 次 元 の デ カ ル
ト 座 標 系 ） に 対 応 し た 複 数 の パ タ ー ン デ ー タ （ 以 降 、 「 パ タ ー ン デ ー タ 」 と 略 称 し て 説 明
を 行 う ） と し て 扱 わ れ る 。 こ れ ら の 複 数 の パ タ ー ン デ ー タ は 、 上 記 座 標 系 に お い て 互 い に
重 ね 合 わ さ れ て 、 １ つ の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ と し て 、 デ ー タ ベ ー ス 等 の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 関 連 す る 技 術 文 献 と し て は 、 例 え ば 以 下 の 特 許 文 献 が 挙 げ ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ ８ ６ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 の 自 動 設 計 で は 、 図 ５ に 示 す よ う
に 、 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ ３ ０ は 、 表 示 画 面 １ ０ 上 に 表 示 さ れ る 際 に 、 複 数 の パ タ ー ン デ ー タ ４ ０
が 重 な り 合 っ た 状 態 で 表 示 さ れ て い た 。 こ の と き 、 互 い に 重 な り 合 っ た 複 数 の パ タ ー ン デ
ー タ ４ ０ の 中 か ら １ つ の パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ を 抽 出 す る こ と は 可 能 で あ る が 、 表 示 画 面 １
０ に は 、 抽 出 し た １ つ の パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ の み が 表 示 さ れ て い た 。 そ の た め 、 配 置 さ れ
た パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ の 正 誤 の 確 認 や 、 上 記 座 標 系 に お け る 異 な る パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ 同
士 の 配 置 関 係 の 確 認 が 極 め て 困 難 で あ っ た 。 結 果 と し て 、 半 導 体 集 積 回 路 の 自 動 設 計 に お
い て 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム の ユ ー ザ の 負 担 が 増 大 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム の ユ ー ザ が Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 正 誤 を 容 易 に 確 認 す る こ
と が 可 能 な Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 は 、 上 述 の 課 題 に 鑑 み て 為 さ れ た も の で あ り 、 半 導 体
装 置 の 自 動 設 計 を 行 う Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 座 標 軸 に 対 応 し た 複 数 の
パ タ ー ン デ ー タ が 重 な り 合 っ て な る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ を 画 面 上 に 表 示 す る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理
方 法 で あ っ て 、 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ と 、 複 数 の 工 程 名 の 集 合 か ら な る 工 程 管 理 情 報 を Ｃ Ａ Ｄ シ ス
テ ム に 読 み 込 む ス テ ッ プ と 、 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ か ら 、 各 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ を そ
れ ぞ れ 抽 出 し 、 第 ２ の 座 標 軸 に お け る 最 大 幅 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、 各 パ タ ー ン デ ー タ を
、 各 最 大 幅 に 基 づ く 各 シ フ ト 幅 を 以 っ て 、 第 ２ の 座 標 軸 に 沿 っ て 互 い に 重 な ら な い よ う に
順 次 シ フ ト さ せ な が ら 、 各 パ タ ー ン デ ー タ に 対 応 す る 各 工 程 名 と 共 に 画 面 上 に 表 示 す る ス
テ ッ プ と 、 を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 に よ れ ば 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム に よ る 半 導 体 集 積 回 路 の 自
動 設 計 に お い て 、 複 数 の パ タ ー ン デ ー タ が 重 ね 合 わ さ れ た Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 確 認 を 容 易 に 行
う こ と が 可 能 と な る 。 即 ち 、 半 導 体 集 積 回 路 の 自 動 設 計 の 際 に Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム の ユ ー ザ の
負 担 を 大 幅 に 軽 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 Ｃ
Ａ Ｄ デ ー タ と は 、 電 子 計 算 機 に 所 定 の プ ロ グ ラ ム が イ ン ス ト ー ル さ れ た Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム に
よ り 行 わ れ る 半 導 体 集 積 回 路 の 自 動 設 計 の う ち 、 レ イ ア ウ ト 設 計 に 用 い ら れ る Ｃ Ａ Ｄ デ ー
タ を 意 味 す る 。 ま た 、 こ の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 座 標 軸 か ら な る 座 標 系 （ 即 ち
２ 次 元 の デ カ ル ト 座 標 系 ） に 対 応 し た 複 数 の パ タ ー ン デ ー タ が 重 ね 合 わ さ っ て な る も の で
あ り 、 そ の パ タ ー ン デ ー タ は 、 製 造 プ ロ セ ス に お い て 複 数 の 異 な る 工 程 を 認 識 す る た め の
工 程 管 理 用 マ ー ク で あ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 パ タ ー ン デ ー タ は 、 実 際 の プ ロ セ ス で 半 導 体 ウ ェ ハ や 、 そ れ に 積 層 さ れ た 層 に 形
成 さ れ る 各 種 の マ ー ク で あ れ ば 、 上 記 以 外 の マ ー ク で あ っ て も よ く 、 例 え ば ア ラ イ メ ン ト
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マ ー ク 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 の フ ロ ー 、 及 び Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ が 表 示 さ れ る
表 示 画 面 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｃ Ａ Ｄ
デ ー タ の 処 理 方 法 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。 図 １ は メ イ ン ル ー チ ン を 示 し 、 図 ２ は 図 １ の サ
ブ ル ー チ ン を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ か ら 抽 出 さ れ た
パ タ ー ン デ ー タ を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 表 示 画
面 を 示 し て い る 。 な お 、 図 ３ 及 び 図 ４ で は 、 図 ５ に 示 し た も の と 同 様 の 構 成 要 素 に つ い て
は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 行 う も の と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ の メ イ ン ル ー チ ン に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ Ａ １ で は 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム に Ｃ Ａ Ｄ デ ー
タ が 読 み 込 ま れ る 。 ま た 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム に は 、 製 造 プ ロ セ ス に 必 要 な 複 数 の 工 程 の 工 程
名 が 含 ま れ た 工 程 管 理 情 報 が 読 み 込 ま れ る 。 こ こ で 、 複 数 の 工 程 名 は 、 Ｎ 個 の 工 程 名 で あ
る も の と す る 。 な お 、 こ れ ら の Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 読 み 込 み 、 も し く は 工 程 管 理 情 報 の 読 み 込
み は 、 い わ ゆ る リ ダ イ レ ク シ ョ ン 機 能 （ オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム に よ る デ ー タ フ ァ イ ル
の 入 出 力 機 能 ） 等 を 用 い て ユ ー ザ の 操 作 に よ り 行 わ れ る が 、 プ ロ グ ラ ム に よ り 自 動 的 に 行
わ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ａ ２ で は 、 工 程 管 理 情 報 に 含 ま れ る Ｎ 個 の 工 程 名 と 、 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ を 構
成 す る 複 数 の パ タ ー ン デ ー タ を 参 照 し て 、 各 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ を 検 索 す る
。 そ し て 、 工 程 名 と 、 そ れ に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ の 組 は 、 第 １ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ
る 。 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ が 存 在 し な い 場 合 に は 、 工 程 名 の み が 第 １ の 記 憶 領
域 に 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ａ ３ で は 、 各 パ タ ー ン デ ー タ の 第 １ の 座 標 軸 に お け る 各 最 大 幅 ｘ ｉ （ ｉ
＝ １ ， ２ ， ・ ・ ・ Ｎ ） 、 及 び 第 ２ の 座 標 軸 に お け る 各 最 大 幅 ｙ ｉ （ ｉ ＝ １ ， ２ ， ・ ・ ・ Ｎ
） を 算 出 す る 。 こ こ で 、 パ タ ー ン デ ー タ の 各 最 大 幅 ｘ ｉ ， ｙ ｉ と は 、 言 い 換 え れ ば 、 そ の
パ タ ー ン デ ー タ の 全 て の 座 標 点 を 包 含 す る 最 小 の 矩 形 （ い わ ゆ る バ ウ ン ダ リ ー ボ ッ ク ス ）
の 第 １ 及 び 第 ２ の 座 標 軸 に 沿 っ た 各 辺 の 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 座 標 軸 に お け る 各 最 大 幅 ｘ ｉ ， ｙ ｉ の 算 出 は 、 例 え ば 図 ２ の サ ブ ル
ー チ ン の よ う に 行 わ れ る 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｂ １ で は Ｎ 個 の 工 程 名 の 中 か ら １ つ の 工 程 名 を
選 択 し 、 そ れ に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ を 抽 出 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｂ ２ で は 、 そ の パ
タ ー ン デ ー タ の 第 １ の 方 向 の 最 大 幅 ｘ ｉ を 算 出 す る 。 そ の 算 出 は 、 例 え ば 次 の よ う に 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま ず 、 そ の パ タ ー ン デ ー タ に 含 ま れ る 各 座 標 点 に つ い て 、 第 １ の 座 標 軸 に お け る 座 標 原
点 か ら の 距 離 を 算 出 す る 。 次 に 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 そ れ ら の 距 離 の 中 か ら 、 最 小
値 ｘ ｉ ａ 及 び 最 大 値 ｘ ｉ ｂ を 検 索 し 、 そ れ ら の 差 の 絶 対 値 を 算 出 す る 。 こ の 絶 対 値 を 第 １
の 座 標 軸 に お け る 最 大 幅 ｘ ｉ と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｂ ３ で は 、 ス テ ッ プ Ｂ １ で 選 択 し た 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ の
第 ２ の 方 向 の 最 大 幅 ｙ ｉ を 算 出 す る 。 そ の 算 出 は 、 例 え ば 第 １ の 方 向 の 最 大 幅 ｘ ｉ と 同 様
に 次 の よ う に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 そ の パ タ ー ン デ ー タ に 含 ま れ る 各 座 標 点 に つ い て 、 第 ２ の 座 標 軸 に お け る 座 標 原
点 か ら の 距 離 を 算 出 す る 。 次 に 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ れ ら の 距 離 の 中 か ら 、 最 小
値 ｙ ｉ ａ 及 び 最 大 値 ｙ ｉ ｂ を 検 索 し 、 そ れ ら の 差 の 絶 対 値 を 算 出 す る 。 こ の 絶 対 値 を 第 ２
の 座 標 軸 に お け る 最 大 幅 ｙ ｉ と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-18281 A 2007.1.25



　 以 上 に 示 し た パ タ ー ン デ ー タ の 最 大 幅 ｘ ｉ ， ｙ ｉ の 算 出 を 、 全 て の 工 程 名 が 選 択 さ れ る
ま で 繰 り 返 し 、 全 て の パ タ ー ン デ ー タ の 最 大 幅 ｘ ｉ ， ｙ ｉ の 算 出 を 行 う 。 な お 、 選 択 さ れ
た 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ が 存 在 し な い 場 合 、 い わ ゆ る Ｎ Ｕ Ｌ Ｌ デ ー タ と し て 、
例 え ば 、 最 大 幅 ｘ ｉ ， ｙ ｉ は 零 と す る 。 こ う し て 算 出 さ れ た 各 パ タ ー ン デ ー タ の 第 １ 及 び
第 ２ の 座 標 軸 に お け る 最 大 幅 ｘ ｉ ， ｙ ｉ は 、 例 え ば バ ッ フ ァ 等 の 第 ２ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 １ の メ イ ン ル ー チ ン の ス テ ッ プ Ａ ４ で は 、 工 程 管 理 情 報 に 含 ま れ る 複 数 の 工 程
名 の 中 か ら １ つ の 工 程 名 が 選 択 さ れ る 。 こ の 工 程 名 の 選 択 は 、 好 ま し く は 製 造 プ ロ セ ス の
工 程 順 に 従 っ て 行 わ れ る 。 そ し て 、 第 １ の 記 憶 領 域 を 参 照 し て 、 選 択 し た 工 程 名 に 対 応 す
る パ タ ー ン デ ー タ を 選 択 し 、 そ の パ タ ー ン デ ー タ の み を Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ か ら 抽 出 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 選 択 し た 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ が 存 在 す る 場 合
（ 即 ち 、 最 大 幅 ｘ ｉ ， ｙ ｉ が 零 で な い 場 合 ） 、 そ の 工 程 名 と 共 に 、 そ れ に 対 応 す る パ タ ー
ン デ ー タ ４ ０ を 表 示 画 面 １ ０ の パ タ ー ン デ ー タ 表 示 領 域 １ １ に 表 示 す る 。 こ の 工 程 名 及 び
パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ の 表 示 の 際 に は 、 ス テ ッ プ Ａ ５ 及 び ス テ ッ プ Ａ ６ に お い て 、 第 ２ の 記
憶 領 域 を 参 照 し て 、 パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ の 第 ２ の 座 標 軸 に お け る 最 大 幅 ｙ ｉ に 所 定 の 距 離
α を 加 え た シ フ ト 幅 Ｌ ｓ の 分 だ け 、 パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ を 第 ２ の 座 標 軸 に 沿 っ て シ フ ト さ
せ て 表 示 す る 。 こ こ で 、 所 定 の 距 離 α は 、 複 数 の 工 程 名 及 び パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ が 第 ２ の
座 標 軸 に 沿 っ て 繰 り 返 し 表 示 さ れ て も 、 そ れ ら が 互 い に 重 畳 し な い よ う な シ フ ト 幅 Ｌ ｓ が
得 ら れ る よ う に 、 任 意 の 距 離 で 設 定 さ れ る 。 ま た 、 パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ は 、 第 １ の 座 標 軸
に お い て は シ フ ト さ れ ず に 、 本 来 の 座 標 を 保 っ た ま ま 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 図 示 し な い が 、 必 要 に 応 じ て 、 上 記 パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ の 表 示 の 際 、 パ タ ー ン デ
ー タ ４ ０ を 、 そ の 第 １ の 座 標 軸 に お け る 最 大 幅 ｘ ｉ を 基 準 と し て 、 第 １ の 座 標 軸 に 沿 っ て
シ フ ト さ せ て 表 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 選 択 さ れ た 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ が 存 在 し な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ａ ７ で
は 、 第 ２ の 記 憶 領 域 を 参 照 し て 、 第 ２ の 座 標 軸 に お け る 各 最 大 幅 ｙ ｉ の 中 か ら 最 大 値 ｙ ｍ
ａ ｘ を 検 索 し 、 そ の 最 大 値 ｙ ｍ ａ ｘ を シ フ ト 幅 Ｌ ｓ と す る 。 も し く は 、 そ の 最 大 値 ｙ ｍ ａ
ｘ に 上 記 所 定 の 距 離 α を 加 え て 、 こ れ を シ フ ト 幅 Ｌ ｓ と す る 。 そ し て 、 そ の シ フ ト 幅 Ｌ ｓ
を 以 っ て 、 そ の 工 程 名 を 第 ２ の 座 標 軸 に 沿 っ て シ フ ト さ せ て 表 示 さ せ る 。 こ の と き 、 そ の
工 程 名 は 、 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ が 存 在 し な い こ と を ユ ー ザ に 対 し て 明 示 す る よ う に し
て 、 例 え ば 点 滅 表 示 さ れ る 。 ま た 、 本 来 な ら ば パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ が 表 示 さ れ る 領 域 で は
、 上 記 シ フ ト 幅 Ｌ ｓ の 範 囲 を 、 何 も 表 示 さ れ な い 非 表 示 領 域 と す る 。 こ れ に よ り 、 パ タ ー
ン デ ー タ が 存 在 し な い 工 程 名 の 視 認 性 を 確 実 に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の ス テ ッ プ Ａ ４ 乃 至 Ａ ７ を 、 全 て の 工 程 名 が 選 択 さ れ る ま で Ｎ 回 繰 り 返 す 。 こ う し て
、 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 工 程 及 び そ れ に 対 応 す る 各 パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ を 、 互 い に 重 畳 さ
せ ず に 、 同 時 に 並 列 さ せ て 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 複 数 の パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ が 重 な り 合 っ た Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ は 、 表 示 画 面 １ ０ の 所 定
の 領 域 、 例 え ば Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ 表 示 領 域 １ ２ に お い て 表 示 さ れ て も よ い 。 も し く は 、 こ の Ｃ
Ａ Ｄ デ ー タ 表 示 領 域 １ ２ で は 、 読 み 込 ま れ た Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ が 、 読 み 込 ま れ た 工 程 管 理 情 報
の い ず れ の 工 程 名 に も 対 応 し な い パ タ ー ン デ ー タ を 含 ん で い た 場 合 、 そ の パ タ ー ン デ ー タ
の み が 表 示 さ れ て も よ い 。 そ の 場 合 、 ス テ ッ プ Ａ ４ で 選 択 さ れ た 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー
ン デ ー タ ４ ０ が Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ か ら 抽 出 さ れ る 度 に 、 そ の パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ を Ｃ Ａ Ｄ デ ー
タ か ら 削 除 し 、 残 っ た パ タ ー ン デ ー タ を Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ 表 示 領 域 １ ２ に 表 示 さ せ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ う し て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 各 工 程 名 及 び そ れ に 対 応 す る 各 パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ を
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第 ２ の 座 標 軸 に 沿 っ て 互 い に 重 畳 し な い よ う に 並 列 し て 表 示 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の
た め 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム の ユ ー ザ が 、 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ を 構 成 す る 複 数 の パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ の
正 誤 を 確 認 す る 際 に 、 従 来 例 の よ う に 、 １ つ の 工 程 名 に 対 応 す る パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ の 抽
出 と 表 示 を 、 複 数 の 工 程 名 に 対 し て 繰 り 返 さ な く と も よ い 。 即 ち 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム の ユ ー
ザ に と っ て Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 正 誤 の 確 認 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 表 示 画 面 １ ０ に 表 示 さ れ た パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ の 第 １ の 座 標 軸 が 固 定 さ れ て い る
場 合 、 第 １ の 座 標 軸 に 関 す る 各 パ タ ー ン デ ー タ ４ ０ 間 の 配 置 関 係 を 、 ユ ー ザ が 容 易 に 確 認
す る こ と が で き る 。 結 果 と し て 、 半 導 体 集 積 回 路 の 自 動 設 計 に お い て 、 Ｃ Ａ Ｄ シ ス テ ム の
ユ ー ザ の 負 担 を 大 幅 に 軽 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 パ タ ー ン デ ー タ の 第 １ 及 び 第 ２ の 最 大 幅 を 算 出 す る ス テ ッ プ
（ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｂ ２ 及 び Ｂ ３ ） は 、 ス テ ッ プ Ａ ３ と し て 、 図 ２ の サ ブ ル ー チ ン 内 で 行 わ
れ た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 即 ち 、 パ タ ー ン デ ー タ の 第 １ 及 び 第 ２ の 最 大 幅 を
算 出 す る ス テ ッ プ Ｂ ２ 及 び ス テ ッ プ Ｂ ３ は 、 図 １ の メ イ ン ル ー チ ン の ル ー プ 内 に お い て 、
ス テ ッ プ Ａ ４ の 後 に 行 わ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 座 標 軸 に お け る 各 最 大 幅 ｘ ｉ ， ｙ ｉ を 算 出 す
る も の と し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 即 ち 、 パ タ ー ン デ ー タ を 第 １ の 座 標 軸 に
沿 っ て シ フ ト さ せ て 表 示 す る 必 要 が な け れ ば 、 第 １ の 座 標 軸 に お け る 最 大 幅 ｘ ｉ を 算 出 す
る ス テ ッ プ Ｂ ２ は 省 略 さ れ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 を 説 明 す る フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 処 理 方 法 を 説 明 す る フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ か ら 抽 出 さ れ た パ タ ー ン デ ー タ を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 表 示 画 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 に 係 る Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ の 表 示 画 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ ０ 　 表 示 画 面
１ １ 　 パ タ ー ン デ ー タ 表 示 領 域 　 　 １ ２ 　 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ 表 示 領 域
３ ０ 　 Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ 　 　 　 　 　 　 　 ４ ０ 　 パ タ ー ン デ ー タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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